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要 旨
インフォーマルで着用されていたゆったりしたドレスを，ポンパドゥール侯爵夫人

はフォーマルな場所でも着用できる正式な女性用宮廷服として着こなした。そのロー
ブ・ア・ラ・フランセーズを18世紀ロココの絵画からデザインと装飾について考察
する。また，今の学生の衣服に観られるロココとの共通の装飾について観る。
キーワード：ローブ・ア・ラ・フランセーズ ヴァトープリーツ ロココ 装飾

1．はじめに

被服の変遷を見る中で，誰もが目を引く優
美で女性らしいロココ時代の女性服は，多く
の宮廷画家らが美しいその姿を残している。
繊細な曲線と豪華な刺繍やレース，フリルや
リボンなどの装飾に溢れ華やかさを際立たせ
ている。それらは女性の美しさを存分に引き
出し，新しいモードの基調を形成したと言え
る。
近年，若者の服を中心に刺繍，レース，フ

リルやリボンはトレンドのキーワードとなっ
ている。さらにギャザーやフレアー，パスマ
ントリーも同様である。それらの女性らしい
装飾がふんだんに施された18世紀の女性宮

廷服の典型的な衣装ともいえるローブ・ア・
ラ・フランセーズについて考察を試みる。

2．ローブ・ア・ラ・フランセーズ

18世紀のフランスはロココと呼ばれる宮
廷文化の時代である。ロココの典型的な女性
服であるローブ・ア・ラ・フランセーズはピ
エス・デストマ（piece destoma），ローブ
（robe），ペチコート（petticoat）からなって
おり，着装時にはコルセット（corset）とパ
ニエ（panier）を使用する。
この頃のコルセットは丈が長く前中心はさ

らに長く尖った形のもので，ウエストを細く
整えバストを下から締め付け支えることで腹
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部は平たく乳房がこぼれ落ちるようなスタイ
ルを作り出していた。コルセットで作られた
細いウエストにボリュームのあるパニエを着
装することでヒップは大きく膨らみ，細いウ
エストはさらに強調された。
コルセットとパニエで身体を形作った上か

らペチコート（スカート）とローブ（ガウン）
を着装し，ローブの前あき部分のコルセット
を覆うピエス・デストマを着装する。

ペチコートは下
半身を覆うスカー
トのような衣服
で，ローブの前開
き部分から見える
ものがそれである
（図1）。ロ ー ブ
と共布で作られて
いるものが多く，
のぞき見える部分
には豪華な装飾が
施されており，ウ

エスト部分はたっ
ぷりのギャザーで
足首まで届く長さ
があった。
ローブは袖が付

いたワンピース形
式の衣服である
（図1）。こ の 頃
のローブは生地を
ふんだんに使った

ゆったりした前あきのガウンであり，大きく
膨らんだペチコートの上に着用していた。背
中には肩から裾まで流れる大きなプリーツが
たたまれ，袖口は繊細で豪華なレースやドロ
ンワークで作られたアンガジャント（engag-

eantes）で飾られていた（図2）。
ピエス・デストマは装いをより華やかに豪

華に飾る装飾性の高い胸当てのことである
（図3）。胸のコルセット部分を覆う V字型
のもので刺繍，宝石，レース，リボンなどが
贅沢に使われ，ドレス着装のポイントとなっ
ていた。
贅沢は装飾だけではない。絵画にも美しい

光沢のドレスの生地が表現されている。シル
クの紋織物である。フランスにおいては絹の
町リヨンの製絹織物が使用されていると考え
られる。ローブ・ア・ラ・フランセーズの
ローブとペチコートの本体部分だけの生地使
用量は，当時の布幅が50 cm前後とした場合
15 m程必要ではないかと推測される。更に
フリルやリボンを共布で作る場合20 mに及
ぶことも考えられる。1730～1760年のリヨ
ンでのシルク産業従事者が3万人を超えるこ
とも納得できる。
また，ジャガード織り機が発明された1804

年以前であることから，生地製作の困難さが
伺える。

図3 ピエス・デストマ

図1 ローブ・ア・ラ・フランセーズ

図2 アンガジャント
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3．絵画に観るローブ・ア・ラ・フラン
セーズ

18世紀のフランスは，世界的に流行の中
心地であり，その発信源は上流階級の女性た
ちであった。ルイ15世の公妾であるポンパ
ドゥール侯爵夫人（Madame de Pompadour

1721～1764年）やルイ16世王妃マリー・ア
ントワネット（Marie Antoinette 1755～1793

年）がよく知られており，服装だけではなく
髪型やアクセサリーさらには生活や趣味など
においてもその流行の発信源となっていた。
もともと部屋着や妊婦用の衣服といったイ

ンフォーマルで着用されていたドレスを，ポ
ンパドゥール侯爵夫人がフォーマルな衣装と
して着こなした。以来ローブ・ア・ラ・フラ
ンセーズは正式な宮廷服となっていった。
ローブ・ア・ラ・フランセーズは先に挙げた
多くの装飾が施され，背部には肩から裾まで
一直線に伸びるプリーツがたたまれているの
が特徴である。このプリーツはヴァトープ
リーツと言われ，アントワーヌ・ヴァトー
（Jean Antoine Watteau 1684―1721年）の絵画
に美しく描かれていることからその名がつい

た。
ヴァトーが1720年に描いたといわれる

「ジェルサンの看板」にはローブの背中にヴァ
トープリーツのあるドレスを着た女性の後ろ
姿が描かれている（図4）。肩でたたまれた
プリーツが背中をまっすぐに流れ，途中で自
然にプリーツが消えていくことでバックスタ
イルは体の線が現れず，平らな壁のようであ
る。ゆったりした部屋着として，また妊婦の
体形の変化にも対応する衣服として着用でき
るシルエットであることは見て取れる。この
絵画からドレスの前面を見ることはできない
が，おそらく前身頃の肩からもプリーツがた
たまれ，ふんわりと広がったシルエットで，
前開きもゆったり閉じられたローブ・ヴォラ
ント（robe volante）ではないかと推察する。
ジャン＝フランソワ・ド・トロワ（Jean-

Francois de Troy 1679―1752年）が1731年に描
いた「愛の告白」は，右に立つ後ろ姿の女性
のドレスに美しいヴァトープリーツが描かれ
ている（図5）。こちらもドレスの前面を見
ることはできないが，ウエストから裾に向か
うローブのラインがやわらかな曲線を描いて
いることから，前身頃にもプリーツがたたま
れているものと推察される。
この美しい後ろ身頃のヴァトープリーツを

そのままに，前身頃を身体にぴったりフィッ

図4 ジェルサンの看板（一部） 図5 愛の告白
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トさせることで，インフォーマルなドレスを
宮廷服として広めたのがポンパドゥール侯爵
夫人であった（図6）。美しいシルクの生地
で作られたローブとペチコートからは高級感
が漂っている。ローブは裾に向かってゆった
りとしており，ペチコートもたっぷりの布を
使って膨らんでいるが，ローブ前身頃の肩か
らウエストにかけてはぴったりと身体に
フィットしているのがわかる。袖口は幾重に
も繊細なレースとドレスの共布でできたフリ
ルが重なったアンガジャントで飾られ，胸の
ピエス・デストマにはサテンの大きなリボン
がいくつも並べられている。大きく開いたデ
コルテの周りにはレースがついている。優し
い色合いで落ち着いた雰囲気のローブ・ア
ラ・フランセーズである。
注目したいのはドレスだけではない。ポン

パドール夫人の周りには，美術品や骨董品，

地球儀や楽器，多くの重々しい書籍が描かれ
ている。手には楽譜を持っているように見え
る。高い教養と芸術的な才能に恵まれた女性
であったと言われているが，この絵からも十
分その才色兼備ぶりが伺える。宮廷での晩餐
会やサロンの華であり，政治や文化，芸術を
リードする能力を兼ね備えた女性であった。
ロココはまさに女性の時代であった。

4．おわりに

前に述べたように，優雅で女性的なあらゆ
る装飾を過剰なほどに使用したローブ・ア
ラ・フランセーズであるが，ここ数年，学生
のファッションアイテムにそれらの華やかな
装飾が頻繁にみられるようになった。もちろ
ん手工芸的な繊細さや高級感は劣るがとても
女性らしい装飾が増えている。（図7～図9）
袖や身頃に大きな刺繍が施されたジャケッ

ト，ブラウス，パンツやスカートにも多くみ
られる（図7）。
ボリュームのある袖口や，レース，リボン

をポイントにした袖のブラウスやワンピース
が多くみられる（図8）。
首元，肩，背中，胸，ウエストに大きなリ

ボンを付けたアイテムも多くみられる（図
9）。
これらとともに大きく膨らんだ袖と袖口，

図6 ポンパドゥール夫人の肖像
（モーリス・カンタン・ド・ラ・トゥール）

図7 生地に施された刺繍
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幅の広いリボンやフリルが付けられた身頃，
胸の位置で紐で縛り上げられたカットソー，
ビジューの施されたシャツやブラウス，カッ

トワークやレース素材など18世紀ロココの
装飾は今の学生たちの衣服を女性らしく華や
かに飾っている。この女性らしい豪華な装飾
とデザインはここ数年特に大きくなり目立っ
ている。

18世紀の女性たちのように，華やかで軽
快で陽気な女性の時代なのだろうか。ポンパ
ドゥール侯爵夫人やマリー・アントワネット
のように，文化や政治のリーダーとなるよう
な知的で美しい女性の時代なのかもしれな
い。華やかな美しさの中に，社会を動かして
いく知性と行動力を持つ彼女たちの生き方を
学生たちはどのように観るのだろうか。これ
からの服飾デザイン文化論の授業を通して，
一緒に考えていきたい。
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図8 レース，リボンをあしらった袖口

図9 首周りの大きなリボン
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